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株主の皆様へ

代表取締役社長

宮脇 宣綱

株主の皆様におかれましては、益々ご清祥のこと

とお慶び申し上げます。

平素は格別のご理解・ご支援を賜り、まことにあ

りがとうございます。

平成24年3月期は、リーマン・ショック後に積極的

に仕入れた好立地・高採算の新築戸建住宅（自由設

計）の引渡しが順調に進み、また、改装付中古住宅

『快造くん』の受注契約も予想以上に伸びました。

この結果、業績は平成23年3月期を大幅に上回り、

売上高、経常利益、当期純利益は史上最高となりま

した。

また、決算発表と同時に、中期事業計画を発表

いたしました。平成25年3月期については高採算の

物件の引渡しが平成24年3月期で一巡したこと、ま

た、平成26年3月期以降に引渡しとなる分譲マンシ

ョンや大型現場の新築戸建住宅（自由設計）の本格

販売に伴い販売費負担が先行し、利益率が低下す

ることにより、増収減益となる見込みです。しかし

ながら平成26年3月期以降は分譲マンションの引渡し

の本格化、各事業の地域深耕や営業地域の拡大に

より、売上高・利益とも大きく伸張すると計画してお

ります。

当社は昭和48年1月22日に現会長の今井が創業し

た会社で、平成25年1月に創業40周年を迎えます。

今井が創業時に志した当社の事業の目的は、“お客

様に幸せになっていただくこと”です。その創業以

来変わらぬ経営方針がお客様や地域社会に信認さ

れ、口コミやご紹介による契約が年々増えています。

事業の急速な拡大や全国展開を目的とせず、地域

密着でお客様に顔を向けた責任を負える住まいづく

りを目指してきたことが、結果として業績向上に繋が

っていると考えています。

今後とも顧客満足日本一、顧客に日本一愛される

会社を目標とし、フジ住宅で建てて良かった、買っ

て良かったと言われる責任ある住まいづくりと安定

経営に役職員共々励んでまいりますので、引き続き

ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

皆様の益々のご健勝をお祈り申し上げます。

平成24年6月
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T o p  I n t e r v i e w

　平成24年3月期に、リーマン・ショック後に仕入れた好立地・高採算の物件の引渡し
が一巡し、平成25年3月期以降に引渡し予定の物件の利益率は通常に戻ること、平成
25年3月期の販売物件の中心が、分譲マンションや大型現場の新築戸建住宅（自由設計）
で、受注契約から引渡し（売上）までに長期間を要するために、平成25年3月期に受注
契約を締結しても売上が平成26年3月期以降になることが、格別に好調だった平成24
年3月期に比べて減益予想とした主な原因です。
　平成26年3月期以降は、分譲マンションや大型現場の新築戸建住宅（自由設計）の
引渡しが本格化しますので、改装付中古住宅『快造くん』や土地有効活用事業の売上
増加と併せ業績は伸張すると計画しております。
　不動産業界は、常に地価の変動に業績が連動する比率の高い業種です。当社は、そ
の中にあって、急激な地価の変動が予想される場合には、経営計画に拘らず状況の変
化に柔軟に対処してきました。平成23年3月期、平成24年3月期の業績が当初の予想
を大きく上回ったのは、景気と不動産市況が将来も厳しい状況が続くと保守的に見た守
りの中期経営計画の中で企業体力を蓄え、前述の通り、リーマン・ショックとこれに続
く “100年に一度の危機” と言われた時期に守りから攻めへ大きく方向転換し、資金調
達力を生かして好立地・高採算の分譲用地を大量に取得したことが要因の一つです。
　平成25年3月期の業績予想は、平成24年3月期の格別の好調を受けて前期比では減
益ですが、長期的な安定成長の流れに乗っていると考えています。

　当社では、“聞けばいいだけ、言えばいいだけ” を合言葉に、疑問点や意見、悩みが
あれば、同僚、部下ではなく、上司に言ってもらうようにしています。同僚や部下に言う
と不平・不満で終わってしまい何も解決しませんし、言われた同僚、部下のモチベーショ
ンも下がってしまいます。上司に言えば意見具申となり、納得するまで相談することで、
悩み、ストレスがなくなり、モチベーションも上がります。また、社長の私に直接、疑問
や個人的なことなど何でも相談してもらう質問会も開催しています。個人的な相談に対し
ては、1時間以上お話することもあります。当社の事業の目的は “お客様に幸せになって
いただく” ことです。思いやりや感謝の気持ちを持ってお客様に接するためには、まず、
社員自身が明るく・元気に・イキイキと働けることが大切と考えています。

　新築戸建住宅（自由設計）の引渡しが順調に推移したことや利益率が大幅に向
上したこと等により、平成24年2月29日付で通期の業績予想を修正。
　平成24年3月期の業績は売上高71,594百万円（前期比19.7%増）、経常利益
4,903百万円（同33.2%増）、当期純利益2,767百万円（同36.5%増）。

　平成24年3月期は当初、東日本大震災の影響で、一部設備機器や建築資材等の調
達が難航することが予想されました。しかし、実際には短期の納入遅延はあったものの、
影響は軽微に止まり、過去最高の受注契約残高をもとに分譲住宅事業の新築戸建住宅
（自由設計）をはじめ各事業における住宅の引渡しが順調に進みました。これに加え、
住宅流通事業の改装付中古住宅『快造くん』の営業地域拡大の新たな拠点として平成
23年4月に開設した、「フジホームバンク西宮店」（兵庫県西宮市）の営業活動が早期
に軌道に乗り、受注契約の増加に寄与しました。そのため、引渡し戸数が期初予想を大
きく上回り、売上高は過去最高だった平成23年3月期を大幅に更新しました。
　また、リーマン・ショックによる世界同時不況で “100年に一度の危機” と言われた
際に、多くの不動産会社が資金調達面の制約で用地仕入に難航する中、当社は金融機
関からの高い信頼による資金調達力を生かして公売物件や換金目的の事業会社の土地
を中心に、好立地・高採算の分譲用地を大量に取得いたしました。平成24年3月期は
これらの物件の引渡しが順調に進んだことにより、分譲住宅事業の新築戸建住宅（自由
設計）の利益率の大幅な向上と、引渡し戸数の増加により、経常利益、当期純利益は
史上最高益となりました。
　当社は、分譲住宅事業、住宅流通事業、土地有効活用事業、賃貸及び管理事業、
注文住宅事業といった不動産事業の多角経営を行っています。戸建住宅や分譲マンショ
ン専業の不動産会社とは違い、一つの事業で事業展開が厳しくなれば、休止もしくは縮
小し、他の事業で補うことができます。無理をせず、守るときは守る、攻めるときは攻
める、という柔軟な方針をとれることが当社の強みの一つです。その好事例の一つが平
成24年2月より7年ぶりに分譲住宅事業にて販売再開した分譲マンションです。分譲マ
ンション販売は平成17年3月期の引渡しを最後に、供給過剰傾向と地価高騰による事
業性悪化のため休止していましたが、その間、分譲住宅事業では新築戸建住宅（自由設
計）にシフトし、営業地域の拡大と既存地域の深耕を図ったことが、平成24年3月期の
売上高、経常利益、当期純利益が過去最高となった要因の一つにもなっています。
　時期により、事業ごとの好不調はありますが、各事業の成長によるバランス経営を拡
大し、今後も長期的な安定成長を目指してまいります。

平成25年3月期が減益予想であることにがっかりした。理由を説明
してください。Q2

“上司に何でも相談できる社風” と聞いていますが？Q3

平成24年3月期は、上方修正も行い、売上高、経常利益、当期純利
益とも過去最高となっていますが、好調の要因は?Q1
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事業のご紹介と事業部門別構成比

土地有効活用事業
7,316百万円
（10.2%）

注文住宅事業
375百万円（0.5%）

賃貸及び管理事業
7,860百万円
（11.0%）

分譲住宅事業  自由設計住宅
28,189百万円（39.4%）

土地販売等   
186百万円（0.3%）

個人投資家向け
一棟売賃貸マンション  
3,008百万円（4.2%）

賃貸住宅等建築請負  
4,307百万円（6.0%）

建売住宅   
4,542百万円（6.3%）

中古住宅　  
23,122百万円（32.3%）

住宅流通事業
27,852百万円
（38.9%）

売上高
71,594
百万円

―連結・当期 （第39期）―　

リフォーム工事請負  
118百万円（0.2%）
注文住宅建築請負  
257百万円（0.3%）

事業部門別構成比

分譲住宅事業
特長は50～150戸規模の新築戸建住宅の
「街づくり」と、お客様ご自身が住まいづくり
にご参加いただく「自由設計」です。土地の選
定・取得から街区計画、許認可の取得、造
成、販売、住まいの設計・建築、アフターサー
ビスまでを独自で行う一貫体制を構築してお
り、間取りや設備仕様に対する様々なニーズ
に対応しています。
また、9ページで紹介している分譲マンション
も分譲住宅事業に含まれます。

住宅流通事業
中古住宅の「仕入」⇒「リフォーム」⇒「販売」の三つの要素から
成り立つ改装付中古住宅『快造くん』。強みは地域密着型の経
営による交差点単位での地域情報とその分析による物件の鑑定
力、仕入・販売価格の査定の速度と正確性及びリフォームのマ
ニュアル化による独自のノウハウです。
また、小規模の新築戸建住宅（建売）の販売も当事業で行ってお
り、自由設計や大規模プロジェクトといった分譲住宅事業だけで
はカバーできない顧客ニーズにも対応しています。

土地有効活用事業
既契約者様や金融機関等からご紹介いただいた
土地所有者に対して、賃貸管理のノウハウを生か
した提案型の賃貸住宅の建築請負を中心に展
開しています。また、当社で土地を仕入れ、賃貸
アパート等を建築し販売する、個人投資家向け
の一棟売賃貸マンション販売も行っています。

注文住宅事業
平成23年3月期より本格的に参入した当事業で
は、戸建住宅の実績で培ったノウハウを生か
し、土地を保有するお客様に対して戸建住宅の
新築や、建替え・リフォームを請負うといった事
業を行っています。

スリーハーブズ（全戸メゾネット型賃貸住宅）

フジパレスシニア（サービス付き高齢者向け住宅）

賃貸及び管理事業
賃貸マンションの建物管理や入居者募集、賃料
回収等の管理業務及び分譲マンションの管理
組合の運営受託を行っています。
100%出資子会社フジ・アメニティサービス株式
会社にて手掛けており、安定収益源となるばか
りでなく、良質の賃貸・管理サービスは提案型
の建築請負の営業支援となり、引渡し後の賃貸
管理の引き受けと併せて、土地有効活用事業と
の相乗効果も高い事業です。

注文住宅展示場（大阪府岸和田市）自由に見て、自由に選べる住宅情報展示場「おうち館 泉佐野店」（大阪府泉佐野市）

スカイフォレストさくら坂（大阪府南河内郡河南町）の街並み
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連結財務諸表の要旨

資産の部 前連結会計年度（第38期）
平成23年3月31日現在

当連結会計年度（第39期）
平成24年3月31日現在

流動資産 55,108 57,873
　　現金及び預金 8,170 9,749
　　完成工事未収入金 302 77
　　販売用不動産 12,283 10,913
　　仕掛販売用不動産 8,190 9,651
　　開発用不動産 24,655 25,756
　　未成工事支出金 39 139
　　貯蔵品 29 25
　　繰延税金資産 747 617
　　その他 729 999
　　貸倒引当金 △�38 △�57
固定資産 7,205 7,335
　有形固定資産 6,243 6,335
　　建物及び構築物 2,513 2,630
　　機械装置及び運搬具 1 0
　　工具、器具及び備品 90 121
　　土地 3,583 3,558
　　リース資産 25 21
　　建設仮勘定 29 3
　無形固定資産 9 15
　投資その他の資産 952 985
　　投資有価証券 431 445
　　長期貸付金 127 110
　　繰延税金資産 8 5
　　その他 396 424
　　貸倒引当金 △�11 △�1
資産合計 62,314 65,209

負債の部 前連結会計年度（第38期）
平成23年3月31日現在

当連結会計年度（第39期）
平成24年3月31日現在

　流動負債 18,897 19,054
　　支払手形・工事未払金 2,063 2,266
　　短期借入金 10,051 8,867
　　１年内償還予定の社債 720 720
　　リース債務 8 8
　　未払法人税等 1,173 1,167
　　前受金 2,678 3,742
　　賞与引当金 160 156
　　その他 2,043 2,124
　固定負債 25,412 26,031
　　社債 2,220 1,500
　　長期借入金 22,911 24,275
　　リース債務 19 14
　　再評価に係る繰延税金負債 91 70
　　その他 170 170
　負債合計 44,310 45,085

純資産の部
株主資本
　　資本金 4,872 4,872
　　資本剰余金 5,451 5,455
　　利益剰余金 8,177 10,254
　　自己株式 △�450 △�440
株主資本合計 18,050 20,141
その他の包括利益累計額
　　その他有価証券評価差額金 △�177 △�141
　　土地再評価差額金 87 82
その他の包括利益累計額合計 △ 89 △ 58
新株予約権 42 41
純資産合計 18,004 20,123
負債純資産合計 62,314 65,209

連結貸借対照表 （単位：百万円　百万円未満切捨）

Point 1
現金及び預金、現金及び現金同等物の期末残高
平成24年2月の分譲マンション事業の再開等、業容の
拡大時期で多額の事業資金需要が見込まれることや、用
地の取得に機動的に対応できるように流動性資金を厚く
したため、当連結会計年度末の現金及び預金が前連結
会計年度末に比べ1,579百万円増加しました。

Point 2
販売用不動産
中古住宅の在庫の回転をスムーズにし、適正な在庫水
準に調整したことで、販売用不動産が1,370百万円減少
しています。

Point 3
開発用不動産、長期借入金
分譲マンション事業における駅近などの利便性の高い土地
を積極的に取得したこと等により、前連結会計年度末に
比べ開発用不動産が増加しています。分譲マンション販売
は平成25年３月期から受注契約が本格化し、平成26年３
月期以降に引渡し（売上）も本格化する見込みです。
なお、たな卸不動産（販売用不動産、仕掛販売用不動産、
開発用不動産、未成工事支出金）は前連結会計年度末に
比べ1,292百万円増加、長期借入金もマンション用地等の
取得資金の借入に伴い1,363百万円増加しています。

Point 4
建物及び構築物
平成23年６月に大阪府泉佐野市に大阪府南部の中古住宅及び新築戸建
住宅（建売）販売の旗艦店として「おうち館泉佐野店」を、また平成23
年８月には地元�岸和田市にモデルハウス２棟を備えた注文住宅の単独展
示場をオープンしました。平成25年３月期からは、いずれも年間を通じて
の稼働となるため、業績面での更なる寄与を見込んでいます。

Point 5
短期借入金
1年以内に返済予定の長期借入金を短期借入金に振替えた一
方、新築戸建住宅（自由設計）の順調な引渡しにより対象物
件の借入金の返済が進んだことで短期借入金は1,183百万円
減少しました。

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❸
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F i n a n c i a l  S t a t e m e n t s

株主資本 その他の包括利益累計額
新株

予約権
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
その他の
包括利益

累計額合計
当連結会計年度期首残高 4,872 5,451 8,177 △ 450 18,050 △ 177 87 △ 89 42 18,004
当連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当 △�707 △�707 △�707
　当期純利益 2,767 2,767 2,767
　土地再評価差額金の取崩 16 16 16
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　自己株式の処分 4 9 13 13
　株主資本以外の項目の当連結 35 △�4 30 △�1 29　会計年度中の変動額（純額）
当連結会計年度中の変動額合計 ― 4 2,076 9 2,090 35 △�4 30 △ 1 2,119
当連結会計年度末残高 4,872 5,455 10,254 △ 440 20,141 △ 141 82 △ 58 41 20,123

前連結会計年度（第38期）
平成22年4月 1 日から
平成23年3月31日まで

当連結会計年度（第39期）
平成23年4月 1 日から
平成24年3月31日まで

売上高 59,796 71,594
　　売上原価 49,051 58,740
　　販売費及び一般管理費 7,097 7,926
営業利益 3,648 4,928
　　営業外収益 366 311
　　営業外費用 333 336
経常利益 3,680 4,903
　　特別利益 19 ―
　　特別損失 233 67
税金等調整前当期純利益 3,466 4,835
　　法人税、住民税及び事業税 1,609 1,943
　　法人税等調整額 △�169 124
当期純利益 2,027 2,767

前連結会計年度（第38期）
平成22年4月 1 日から
平成23年3月31日まで

当連結会計年度（第39期）
平成23年4月 1 日から
平成24年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 5,655 3,292
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 711 △ 471
財務活動によるキャッシュ・フロー 7,702 △ 1,242
現金及び現金同等物の増減額 1,335 1,579
現金及び現金同等物の期首残高 6,835 8,170
現金及び現金同等物の期末残高 8,170 9,749

連結損益計算書 （単位：百万円　百万円未満切捨） 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円		百万円未満切捨）

連結株主資本等変動計算書 （単位：百万円　百万円未満切捨）当連結会計年度（第39期）
（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）

Point 6
前受金
前受金の当連結会計年度末の残高は前連結会計年度末の残高に
比べ1,064百万円増加しました。これは、工期の長い土地有効活
用事業の主力商品『フジパレスシニア』（サービス付き高齢者向け住
宅）の受注が好調に推移したことにより、前連結会計年度末と比
較し、未成工事受入額が808百万円増加したことによるものです。

Point 7
売上高、営業利益、経常利益、当期純利益
平成24年３月期は分譲住宅事業において、リーマン・ショック後の地価が大
きく下落した際に取得した好立地・高採算の物件の引渡しがピークを迎えた
こと、また、住宅流通事業（中古住宅）において、当連結会計年度中に開設
した「おうち館泉佐野店」や「フジホームバンク西宮店」の営業活動が想定
より早く軌道に乗ったこと等で計画を大きく上回ったことから、売上高・経常
利益・当期純利益とも史上最高を更新しました。

Point 8
営業活動によるキャッシュ・フロー
Point③とも関連します。分譲マンション用地の積極的
な取得等により資金支出が増加しましたが、過去最高の
売上高、当期純利益による資金収入が大きく上回った結
果、営業活動によるキャッシュ・フローは3,292百万円
のプラスになっています。
なお、前連結会計年度が大幅なマイナスになっているの
は、年度末に大型分譲用地を4物件取得したことにより
ます。

Point 9
投資活動によるキャッシュ・フロー
Point④とも関連します。主として有形固定資産（「おう
ち館泉佐野店」等）の取得によるものです。

Point 10
財務活動によるキャッシュ・フロー
前連結会計年度は大型用地の仕入資金として長期借入
金が増加したことや社債の発行、自己株式の売却により
大きく財務活動によるキャッシュ・フローが増加したの
に対して、当連結会計年度は用地仕入のため長期借入金
を調達した一方、好調な売上に伴う短期借入金の返済
が進んだこと、社債の償還、配当金の支払い等により
1,242百万円のマイナスになっています。

監査法人：有限責任監査法人トーマツ

❼

❼

❼

❼

❽
❾
❿

❶
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中期事業計画について
新しい中期事業計画を策定しました。

中期事業計画の最終年度である平成27年3月期の業績は、
連結売上高87,000百万円、連結経常利益5,500百万円、
当期純利益3,300百万円を目標といたします。

（単位：百万円）

平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期

連結売上高 75,000 85,000 87,000

連結経常利益 4,000 5,200 5,500

当期純利益 2,420 3,150 3,300

（単位：百万円）

実績

連結売上高の推移 連結経常利益の推移

中期事業計画 実績 中期事業計画

（単位：百万円）

H22.3 H27.3H26.3H25.3H24.3H23.3

48,614

87,00085,000

75,000
71,594

59,796
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当期純利益の推移

実績 中期事業計画

（単位：百万円）
（億円） （億円） （億円）

H22.3 H26.3H25.3H24.3H23.3
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■	売上高・利益の推移（平成22年3月期〜平成24年3月期	実績、平成25年3月期〜平成27年3月期	計画）
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❖平成25年3月期　　売上高は増加するも、利益は減少見込み
分 譲 住 宅 事 業：リーマン・ショック直後に仕入れた高採算の分譲物件の引渡しが平成24年3月期で一巡し、平成25年3月期は通常

の仕入環境で取得した分譲物件の引渡しが主となるため、利益率が低下する見込みです。また、分譲マンション販
売が本格化し、販売費が先行します。この利益率の低下と平成26年以降の売上（引渡し）となる販売物件の多さ
及び販売費負担の先行が平成25年3月期の減益予想となる原因です。

住 宅 流 通 事 業：平成24年3月期中に開店した「フジホームバンク西宮店」（兵庫県西宮市）が通期本格稼働するなど、売上高・利益
とも堅調に増加します。

土地有効活用事業：平成24年3月期中の好調な受注を受け、売上高が大きく増加する計画としています。
賃貸及び管理事業：土地有効活用事業の引渡し後の管理受託物件が年々増加し、売上高は堅調に増加します。
注 文 住 宅 事 業：平成24年3月期中に開設した単独展示場（大阪府岸和田市）が通期本格稼働します。

❖平成26年3月期　　分譲マンションの引渡しが本格化、売上高・利益ともに大幅に増加
分 譲 住 宅 事 業：分譲マンションの引渡しが本格化します（456戸計画）。また、新築戸建住宅（自由設計）では、阪神間・堺市の

大型プロジェクトの引渡しが始まります。
住 宅 流 通 事 業：堺市及び、北摂・阪神間の既存の営業エリアを深耕し、新店舗の開設と併せ、売上高・利益とも堅調に伸びる計画

としています。また、店舗を任せられる人財を育成して店舗展開し、営業エリアを徐々に拡大していきます。
土地有効活用事業：受注契約高比率で半分以上を占め主力商品となっている『フジパレスシニア』（サービス付き高齢者向け住宅）が、

高齢者向け介護ニーズの増加による順調な拡大を見込み、個人投資家向けの一棟売賃貸アパートの販売も順調に推
移すると予想しています。

　　　　　　　　　また、エリア別では、北摂・阪神間の営業活動をさらに強化します。
賃貸及び管理事業：土地有効活用事業の引渡し後の賃貸物件の管理だけでなく、分譲住宅事業において分譲マンションの引渡しが本格

化することでマンション管理組合の運営受託も増加します。
注 文 住 宅 事 業：大阪府南部を深耕するとともに、堺市内にも展示場を展開します。

❖平成27年3月期　　バランス経営の拡大、非不動産販売事業の伸張
分譲住宅事業において、分譲マンション販売は用地取得競争激化の影響により販売戸数が減少する慎重な計画としていますが、他の事
業は順調に拡大する計画としています。在庫の回転の速い中古住宅（住宅流通事業）に加え、土地を保有しない土地有効活用事業や注
文住宅事業、安定収入源である賃貸及び管理事業が順調に拡大することで、地価変動の影響を受けにくい非不動産販売事業の割合が高
まり、よりバランスのとれた経営となります。

トピックス
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インフォメーション
分譲マンションプロジェクト「シャルマンフジスマート」シリーズ 

平成24年2月にスマートシリーズマンション3棟225戸を発売しました。

平成25年3月期には大阪府岸和田市、兵庫県尼崎市、和歌山県和歌山市をはじめとして、大阪・兵庫・和歌山の駅近の分譲マンションプロ
ジェクトを順次展開してまいります。

 平成24年2月に7年ぶりに分譲マンション事業を再開しました。

第三弾 大阪府八尾市（75戸）第二弾 大阪府松原市（48戸）

第一弾 大阪府東大阪市（102戸）

シャルマンフジ スマートシリーズコンセプト
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東証IRフェスタ2012
　平成24年3月9日㈮・10日㈯の2日間、東京国際フォーラムで開催された
東京証券取引所主催の「東証IRフェスタ2012」に出展しました。
　今回は東北企業の展示ブースの設置や東日本大震災のチャリティーイベ
ントも行われ、当社も本社所在地とNHKの連続テレビ小説「カーネーショ
ン」にちなんで地元	岸和田市のだんじりグッズを出品しました。また当社
展示ブースやミニプレゼンコーナーでも多くの個人投資家の皆様とコミュ
ニケーションをとることができ、経営方針・事業内容・業績等について直
接ご紹介させていただくことができました。

ミニプレゼン

展示ブース

外から見たフジ住宅

働きやすさと基本の徹底
株式会社プロッソ
代表取締役社長　牛久保　潔　氏

フジ住宅様とは、中途採用で良い人財を採用したいとのご相談をいただき、
お付き合いが始まりました。現在は採用を新卒採用から中途採用に完全シフ
トしており、東証一部上場企業としては珍しい存在だと思います。
「会社の文化を作るのは新卒社員である」とか、「中途社員はロイヤリティー
が低い」という話を聞くことがありますが、中途採用に絞っている同社を見る
と、こう言われる本当の原因は新卒採用か中途採用かという問題ではないと
わかります。
「経営理念」を単なる標語としてではなく、日頃から徹底することで、新卒、
中途に関係なく、経営者から社員まで、同じ価値観で進んでいけることを同
社は教えてくれています。「経営理念が大切」とは言っても、いざとなれば業績
を優先する企業が大半です。しかし同社は真面目に、愚直に経営理念を実践
すること、業績より正しい行いをすることを徹底しています。だからこそ、社員
の間にも、お客様への対応と会社の営業方針の間で悩む様子が見られない
のだと思います。
私は時々同社を訪れ会議に参加することがありますが、「事前相談」や「念

のための確認」の実践が徹底していることにも感心します。こうした基本とも
言える行動を社員の間に定着させ、企業文化となるまで徹底させることは本当
に素晴らしいと思いますし、そのことが、誤解や思い違い、余計な衝突、建
て前と本音、理不尽な命令、作業の手戻り等を無くし、社員にとっても働き
やすい職場になっているのだと感じます。
「働きやすさと基本の徹底」、それが私の同社に対する印象です。
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IRメール配信サービスのお知らせ アンケートのお願い

アンケートにて「すだち」継続希望のお声を多数いただいておりますが、一方で「すだち」以
外の物をご希望される方も増えてきたことから、今回より「すだち」と「玉ねぎ」の選択制と
させていただくことといたしました。
※アンケートにてどちらか一つをご選択いただきますようお願いいたします。

　第38期株主通信でお願いいたしましたアンケートでは、平成23年3月31日現
在の単元株主様8,186名のうち66.8%にのぼる5,469名の株主様よりご回答い
ただきました。本年も株主、投資家の皆様とのコミュニケーションを図るため、
アンケートを実施させていただきます。
　お手数ではございますが、同封のアンケートはがきにお答えいただき、平成
24年7月31日までにご返送下さいますよう、お願い申し上げます。ご返送いただ
いた方には、徳島産	旬の「すだち」1kg	、または、黒糖旨味仕上	淡路島完熟「玉
ねぎ」2kg	のどちらかご希望の品を	9月上旬から順次お送りさせていただきます。
（今年の作柄次第で、発送時期が遅くなる場合がございますので、ご了承いただき
ますようお願いいたします。）

徳島産	旬の「すだち」1kg

淡路ゆうき耕房様と提携し、株主アンケー
トプレゼント用特別パックに仕上げていた
だきました。

黒糖旨味仕上 
淡路島完熟「玉ねぎ」2kg

または、

IRメール配信サービスの新システムを導入しました（登録無料）
　当社では、株主、投資家の皆様を対象にしたIR情報メール配信サービス
を行っています。最新の開示情報やホームページの更新などのIR情報を、
ご登録いただいたメールアドレスにお知らせしています。この度、平成24
年4月よりメール配信サービスの強化のため新システムを導入いたしまし
た。同封のアンケートはがきでもご登録いただけますので、下記の方法を
ご覧の上、是非ともご登録いただきますようお願い申し上げます。また、
従来のメール配信サービス（ディア・ネットサービス）は、勝手ながら
近々配信を停止させていただく予定です。旧システム（ディア・ネットサー
ビス）でご登録いただいている皆様におかれましては、お手数をおかけいた
しますが、新システムに再度ご登録いただきますようお願いいたします。

【メール配信サービス　登録方法】（A又はBの登録方法がございます。）
A.	同封の株主アンケートはがき	表面のE-mail欄にメールアドレス
をご記入いただき、メール配信を「希望する」にチェックして
ください。
B.	当社ホームページ（http://www.fuji-jutaku.co.jp/）からもご登
録いただけます。

ここをクリック
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株式の状況	（平成24年3月31日現在） 会社概要	（平成24年3月31日現在）

●	発行可能株式総数	 105,000,000株
●	発行済株式の総数	 36,849,912株
	 （内、自己株式1,466,367株）
●	株主数	 8,712名
●	大株主

株　　主　　名
当社への出資状況
持株数 出資比率

今 井 光 郎 3,752千株 10.18%
株 式 会 社 フ レ ッ ク ス 3,422千株 9.29%
株式会社フジ住宅従業員共済会 2,561千株 6.95%
フ ジ 住 宅 取 引 先 持 株 会 1,713千株 4.65%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（退職給付信託紀陽銀行口） 1,012千株 2.75%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 832千株 2.26%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 799千株 2.17%
株 式 会 社 池 田 泉 州 銀 行 681千株 1.85%
フ ジ 住 宅 従 業 員 持 株 会 600千株 1.63%
株 式 会 社 紀 陽 銀 行 585千株 1.59%
今 井 志 朗 581千株 1.58%
資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口） 475千株 1.29%
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 419千株 1.14%

合　　　計 17,437千株 47.31%

証券会社
1.81%

外国人・外国法人
3.38%

自己株式
3.98%

個人
51.97%

金融機関
20.13%

国内法人
18.73%

●	所有者別株式分布状況

北海道地方
105名（1.21%）

東北地方
209名（2.40%）

近畿地方
3,484名（39.99%）

四国地方
188名（2.16%）

中部地方
1,278名（14.67%）
中国地方

368名（4.22%）
関東地方
2,668名（30.63%）

九州地方
347名（3.97%）

外国65名
（0.75%）

●	地域別株主分布状況

0 0

200

100

300

400

500
株価（円）

500

1,000

出来高
（千株）

2011.4 6 8 10 12 42012.2

※株価は大阪市場を採用しております。

※�監査役岩井伸太郎氏及び監査役髙谷晋介氏は、会社法
第2条第16号に定める社外監査役であり、東京証券取引
所及び大阪証券取引所の定めに基づく独立役員です。

社　　名	 フジ住宅株式会社
英文商号	 FUJI	CORPORATION	LIMITED
設　　立	 昭和49年4月19日
代 表 者	 宮脇宣綱
資 本 金	 48億7,206万円
従業員数	 354名（連結376名）
事業内容	 分譲住宅事業
	 住宅流通事業
	 土地有効活用事業
	 賃貸及び管理事業
	 注文住宅事業
関連会社	 フジ・アメニティサービス株式会社
主要取引銀行	 三井住友銀行、池田泉州銀行、紀陽銀行
	 りそな銀行、近畿大阪銀行、みずほ銀行
	 関西アーバン銀行
役　　員	 （平成24年6月20日現在）

代 表 取 締 役 会 長
人 財 開 発 室 担 当 今 井 光 郎

代 表 取 締 役 社 長 宮 脇 宣 綱

常 務 取 締 役
大阪支社支社長・用地部門担当 山田光次郎

取 締 役
土地有効活用事業部長 松 山 陽 一

取 締 役
経理部長・財務部長・IR室長 石 本 賢 一

常 勤 監 査 役 冠 野 雅 之

監 査 役 岩井伸太郎

監 査 役 髙 谷 晋 介

会計監査人　有限責任監査法人トーマツ

●	株価チャート（平成23年4月〜平成24年5月）

（注）上記のほか、自己株式1,466千株があります。
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連載 フジ住宅 創業の精神 「家族からはじまる物語」

創業者であり現会長の今井光郎の生い立ちやバックボーン、創業の理由、
お客様、社員に対する想い等々をまとめた「家族からはじまる物語」の連載最終回です。
お読みいただき、当社へのご理解を深めていただければ幸いです。

あ
の
頃
人
気
だ
っ
た
立
体
映
画
を
初
め
て
見
せ
て
く
れ
た
の
も
松
尾
先
生
で
し
た
。

思
春
期
だ
っ
た
私
は
面
と
向
か
っ
て
あ
り
が
と
う
を
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の

中
で
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

先
生
の
人
を
想
う
温
か
い
気
持
ち
。
そ
れ
が
私
を
立
ち
直
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
と
き
母
が
「
な
ぜ
そ
ん
な
に
う
ち
の
息
子
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
の
で
す
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
自
分
の
若
い
頃
を
見
て
い
る
よ
う
で
放
っ
て
お
け
な
い
の
で

す
」
と
答
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
後
年
、
母
が
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

じ
つ
は
富
士
山
は
、
松
尾
先
生
に
高
校
１
年
生
の
夏
休
み
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
山
で
す
。
そ
の
と
き
見
た
美
し
さ
は
、
先
生
の
大
き
な
優
し
さ
の
お
か
げ
で
、
何

倍
に
も
強
い
印
象
と
し
て
私
の
心
に
残
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
フ
ジ
住
宅
と
い
う
会
社
を
通
じ
て
、
松
尾
先
生
か
ら
受
け
た
ご
恩
を
少

し
で
も
世
の
中
に
お
返
し
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ち
ど
目
に
し
た
ら
、
心
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。
富
士
山
の
よ
う
な
フ
ジ
住
宅

に
な
れ
。み

ん
な
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
生
き
て
い
る
。

私
は
こ
ん
な
ふ
う
に
思
う
の
で
す
。
も
し
も
、
お
客
様
が
あ
な
た
の
家
族
だ
と
し

た
ら
。
も
し
も
、
同
僚
が
あ
な
た
の
家
族
だ
と
し
た
ら
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
な
ん
て
薄
っ
ぺ
ら
な
発
想
は
生
ま
れ
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
心
か
ら
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
み
ん
な
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
家
族
な
の
だ
。
ど
う
か
そ
う
思
い
な

が
ら
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
を
フ
ジ
住
宅
の
働
く
ル
ー
ル
に
し
ま
せ
ん

か
。
理
想
論
だ
と
笑
わ
れ
て
も
、
き
れ
い
事
だ
と
叱
ら
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
利

害
だ
け
の
冷
え
冷
え
と
し
た
関
係
よ
り
、
お
互
い
様
の
気
持
ち
で
温
め
合
っ
て
生

き
る
。
心
の
中
を
の
ぞ
い
た
ら
、
誰
だ
っ
て
そ
ん
な
働
き
方
を
求
め
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
フ
ジ
住
宅
は
、
人
の
心
に
正
直
な
会
社
で
あ
り
た
い
。

雨
の
日
に
は
、
雨
宿
り
を
。

晴
れ
の
日
に
は
、
緑
の
庭
で
笑
い
ま
し
ょ
う
。

フ
ジ
住
宅
を
み
ん
な
の
わ
が
家
に
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
と
、
家
族
と
、
お
客
様
と
。

フ
ジ
住
宅
の
あ
た
ら
し
い
物
語
は
続
く
。�

（
完
）

今井�光郎

最終回
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家
族
か
ら
は
じ
ま
る
物
語　

最
終
回

富
士
山
み
た
い
に
愛
さ
れ
た
い
。

真
っ
青
な
空
に
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
頂
が
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
。
大
き
く
て
、
の
び
や
か

で
、
う
つ
く
し
い
。
そ
ん
な
富
士
山
を
見
る
と
心
が
晴
れ
晴
れ
と
し
ま
す
。
じ
つ
は

フ
ジ
住
宅
と
い
う
社
名
、
あ
の
富
士
山
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
好
き
な
山
で

す
。
な
に
し
ろ
日
本
一
で
す
か
ら
。
創
業
時
、
私
の
会
社
も
富
士
山
に
あ
や
か
っ
て

日
本
一
に
な
り
た
い
。
そ
う
思
い
ま
し
た
。
い
え
、
会
社
の
規
模
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
富
士
山
の
よ
う
に
日
本
一
愛
さ
れ
る
。
そ
ん
な
会
社
に
し
よ
う
と
決
め
た
の
で

す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
い
ま
フ
ジ
住
宅
は
顧
客
満
足
度
日
本
一
の
山
に
向
か
っ
て
着
実
に

登
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
、
一
度
ご
購
入
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
の
リ
ピ
ー

ト
率
、
ま
た
は
他
の
お
客
様
へ
の
ご
紹
介
率
が
と
て
も
高
い
。
た
と
え
ば
土
地
有
効

活
用
事
業
部
で
は
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
数
％
の
と
こ
ろ
、
フ
ジ
住
宅
は
40
％

を
超
え
て
い
ま
す
。

私
は
た
く
さ
ん
売
る
山
よ
り
も
、
満
足
度
と
い
う
山
の
ほ
う
が
は
る
か
に
高
く
険

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
販
売
数
は
営
業
マ
ン
の
個
人
能
力
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
け
れ
ど
、
満
足
度
は
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
営
業
、
設
計
、
施
工
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
お
客
様
と
向
き
合
う
。
た
と
え
道
の
り
は
険
し
く
て
も
、
み
ん
な
で
分
か
ち
合

う
喜
び
の
ほ
う
が
何
倍
も
大
き
い
し
、
何
よ
り
そ
の
ほ
う
が
フ
ジ
住
宅
ら
し
い
働
き

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
富
士
山
は
私
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
た
山
で
す
。
貧
し
さ
の

た
め
、
希
望
が
叶
わ
ず
工
業
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私
。
中
学
３
年
生
の

と
き
、
投
げ
や
り
に
な
っ
て
ろ
く
に
学
校
に
顔
を
出
さ
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
目
を
か
け
て
く
れ
て
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
山
登
り
や
食
事
に
誘
っ
て
く

れ
た
の
が
恩
師
・
松
尾
先
生
で
す
。

当
時
、
先
生
も
ま
だ
若
く
、
給
料
も
そ
う
高
く
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
け
れ
ど
、

私
に
と
っ
て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご
ち
そ
う
を
し
て
く
れ
た
の
も
、

※�（「家族からはじまる物語」は、新卒採用の会社説明会において、学生の皆
さんにご覧いただき、会社、創業者今井について理解を深めていただくため
に平成20年に作成したものです。）

当社HPでもご覧いただけます。
（http://www.fuji-jutaku.co.jp/）



当社ホームページが、2010年・2011年と2年連続で日興アイ・
アールの企業ホームページ総合ランキングにおいて優良サイト
の認定を受けました。

株主、投資家の皆様にとってさらに利用しやすいホームページ
となるよう、現在リニューアルを計画中です。

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月開催
定時株主総会	 毎年3月31日
期末配当金	 毎年3月31日
中間配当金	 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
電子公告による	<http://www.fuji-jutaku.co.jp/koukoku/top.html>
東京・大阪証券取引所　市場第一部

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
	0120-176-417［平日	9：00〜17：00］

http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基　 準　 日

公 告 の 方 法
上場証券取引所
株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所
（郵便物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネット
ホームページURL）

〒596-8588	大阪府岸和田市土生町1丁目4番23号
Tel.072-437-9010		Fax.072-437-9828

株主メモ
http://www.fuji-jutaku.co.jp/

古紙配合率70％再生紙を使用しています

最新のIR情報
はここをクリック
してください。

【株式に関する住所変更等のお届け及びご照会先について】

証券会社に口座をお持ちの株主様

証券会社に口座をお持ちでない株主様
（特別口座の株主様※）

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
（上記電話照会先）

株主様の口座のある証券会社⇒

⇒
※�株券電子化（平成21年1月5日実施）前に証券保管振替機構（ほふり）をご利用されておらず、その後も証券会社に
口座をお持ちでない株主様の株式は、当社が三井住友信託銀行株式会社に開設した特別口座で管理されています。

2010 2011

2010年度・2011年度　連続受賞


